
 

 

第９章 委任契約の清算 

 

（委任契約の中途終了） 

第４６条 委任契約に基づく事件等の処理が，解任，辞任又は委任事務の継続不能により，中

途で終了したときは，弁護士は，原則として受領済みの弁護士報酬を返還しない。 

２ 前項において，委任契約の終了につき，弁護士のみに重大な責任があるときは，弁護士は

受領済みの弁護士報酬の全部を返還しなければならない。ただし，弁護士が既に委任事務の

重要な部分の処理を終了しているときは，弁護士は，依頼者と協議のうえ，その全部又は一

部を返還しないことができる。 

（事件等処理の中止等） 

第４７条 依頼者が着手金，手数料又は委任事務処理に要する実費等の支払いを遅滞したとき

は，弁護士は，事件等に着手せず又はその処理を中止することができる。 

２ 前項の場合には，弁護士は，あらかじめ依頼者にその旨を通知しなければならない。 

（弁護士報酬の相殺等） 

第４８条 依頼者が弁護士報酬又は立替実費等を支払わないときは，弁護士は，依頼者に対す

る金銭債務と相殺し又は事件等に関して保管中の書類その他のものを依頼者に引き渡さな

いでおくことができる。 

２ 前項の場合には，弁護士は，速やかに，依頼者にその旨を通知しなければならない。 

 

  


